
令和３年１２月吉日 

関係各位 

初冬の候，皆様におかれましては，ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
本校は，令和２年度 「ソニー子ども科学教育プログラム」において「最優秀校」に選ばれ， 「子ども科学教育研究全国大会
千葉大会」を開催させて頂くことになりました。 
本年度は、感染状況を鑑みた結果、事前に配信する授業動画等をご視聴いただいた方々と共に、授業について語り合う「オン

ライン公開研究会」を開かせて頂くことに致しました。多くの方々のご参加を心よりお待ちしております。
千葉大学教育学部附属小学校長 鈴木 隆司 

主  催 千葉大学教育学部附属小学校 公益財団法人ソニー教育財団  ソニー科学教育研究会 

後  援 文部科学省 千葉県教育委員会           千葉市教育委員会   

千葉県小学校校長会   千葉県教育研究会           千葉市教育研究会 

全国小学校理科研究協議会    日本初等理科教育研究会 

申し込まれる場合はこちら 

❶左の 2次元コードを読み取り下さい

❷画面上でコードをクリックしてもアクセス可

日時  令和４年 ２月５日（土）９時～１２時 
参加費 完全無料公開 

令和３年度 

子ども科学教育研究全国大会 千葉大会
千葉大学教育学部附属小学校 オンライン公開研究会のお知らせ 

受賞論文はこちらに掲載

左の 2 次元コードを読み取り下さい。
画面上でコードをクリックしても　　　　
アクセスできます。
ソニー教育財団の HP にアクセス

申込期間１２月 6 日～1 月２７日 

日～１月２７日  
千葉大学教育学部附属小学校 〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1₋33 

☎ 043-290-2462

これまでの研究の中で教えを頂き、メモに残してきた言葉を記します 

■子どもに力点を置くといった基本姿勢を崩さなければ、時代に即応した新しい理科学習が次々に生まれるはずである
■教師の授業プランに子どもが振り回されるようであってはならない
■何を教えるかではなく、何を教えないかを考えると良い
■問題解決能力の中で一番大切な能力は問題発見する力である
■問題の無いところに問題解決はありえない
■問題解決学習の形骸化を恐れなさい  形だけの問題解決学習にしてはならない
■這い回る問題解決にもするな
■授業は子どもと教師の両者による問題解決であれ
■あまりにもおせっかいな理科教育となっていないだろうか？
■発問の連発は最低な授業の一要因
■教え込んでやろうと思うと授業は崩壊する
■出典の無い研究はだめ。我流の研究はだめ
■「意味づけ」という言葉に表れる人間の驕り。「解釈」という言葉の大切さ
■「体験」だけならだれでもできる。体験から「経験」へ。知的な気付きのある経験へ
■何に気づかせたいのか それが授業の本質でなくてはならない。
■知的な気付きは応用が利く
■本質を捉えろ。単元の本質を見失うな 枝葉・支流ではなく、本流となる授業をしろ
■めだかの背ビレを性器と見れるか
■研究における児童の実態把握は、問題提起の絶大な根拠になる  実態把握は一つ上の学年が良い
■「理科は好きですか」などという稚拙な実態調査をとるな
■ものづくりは無限
■方法の知識 事実の知識 ２つの知識を自覚しなさい
■実験は理科という教科の固有の武器
■問題の答えは いつも実験が教えてくれる
■極大と極小で比較するとよい
■次善の策  直接視が最高  間接視は次善の策
■常に 物事の最大値をとれ
■「認識のものさしはどこに売っているのですか？」というジョークを真に受けないでほしい
■素材の教材化を怠るな 「教材化」された素材は、その素材でなくてはならぬ理由がある
■単元の中における「問題点」を幾ついえるか  例えば振り子の授業における問題点を幾つ言えるか
■分野・領域の系統性をおさえなさい
■系統性の重要性  単元（ユニット）と次（つぐ）の違い
■子どもの思考の連続性を確保しなさい
■作為的な導入ばかりしていると、子どもが脆弱な思考になる
■自然界はそんな都合の良いものばかりではない
■当たり前の中から不思議を見出せるような子を育てなさい
■類・因果・時系列で事象をとらえられるように
■観点を持って観察できるかどうか  観察の観点をどう変更できるか
■知識は間違えが許されない  理科教師は「認識」という言葉をよく使う
■主観的な考えを当てはめては知識にはならない
■主観的な感情や価値観と、認知した客観的事実を区別できなくては、事象の中にある素晴らしい仕組みは発見できない
■仕組みや法則の発見ばかりに力を入れすぎた結果、無感動な子ばかりになってもそれはそれで困る
■知識の獲得と能力の獲得の両輪が確保された授業でなくてはならない
■片手落ちの授業をするな
■指導案はエキスにしなさい  文量を半分削れるような指導案では駄目
■読んだ者をうならせるような指導案をつくれ
■実践家であることを忘れるな 実践から理論を作れ 身の丈に合う研究をしなさい
■研究である以上、訴えるものがない場面を授業場面に選ぶな
■選ぶ授業場面でその教師の力量は分かる
■道に流される三流 道を選ぶ二流 道をつくる一流
■年功序あり・研究序なし
■子どもの心に火をつけるだけでは足りない
■なぜ理科を教えるのか  月並みの答えで納得してはならない  答えは一生かけて探せ

今後も、教えを頂いたこれらの言葉を大切にしながら、研究を進めて参ります 

（千葉大学教育学部附属小学校 2021年度 理科部会）  田﨑  平山  山内  中島 

こちらが 表紙（折った際外側）になります。 

←タップ　クリック　でも　アクセス可能　→

https://www15.webcas.net/form/pub/chiba-fuzoku/chiba
https://www.sony-ef.or.jp/program/result_school.html


 

 

9:00 9:30 10:３０ ～ （当日、２つのブレイクアウトルームにランダムで分かれて頂きます） １１：４５ 

開会行事 研究報告 

報告の中で授業動

画⑥・⑦の２つを放

映致します。 

グループ A グループ B 閉会行事 

本校理科部４人が二手に分かれ、３０分ずつ A・Bの各部屋を回らせて頂きま

す。その際、事前にご視聴頂いた授業動画や、当日ご視聴頂いた動画に関する

質疑応答はもちろん、理科教育に関して皆さんと語り合えたらと思います。 

千葉大学教育学部附属小学校 〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1₋33  ☎ 043-290-2462 
ご不明な点は、お気軽に担当までご連絡ください。  （担当）教務主任 中島 隆洋   📧majikana@chiba-u.jp 

問題の所在 「その不思議は もっと大きくなったら勉強するから 覚えておいてね」 

この言葉が  科学が好きな児童を育成するうえでの阻害要因になる場合があると捉え、実践開発を進めました  

申し込まれた方へ向けて本校 HP 上で視

聴できる動画①～⑤の URL と、2 月５日

（土）当日の Zoom の招待コードが送信

されます。（送信日は１月２８日） 

残りの動画⑧～⑩の URL は、研究会当

日に、会の中でお伝えいたします。 

申込期間   授業動画 視聴期間 オンライン公開研究会（Zoom）

表紙の２次元コードからお申し込

み下さい。申し込み完了後にご指定

のメールアドレスに受付完了メー

ルが自動送信されます。届かない場

合は、再度お申し込み頂き、別のア

ドレスをご指定下さい。

R３ １２月６日～ R4 1月２７日 

当日は、Zoom を利用したオンライン研究会となります。（以下時程） 

R４ １月２８日～２月４日 R４ ２月 5日（土） 全国大会当日 

令和４年 ２月５日（土）  ソニー子ども科学教育全国大会 オンライン開催のお知らせ 

申し込まれると、１月２８日に➊～❺の動画を視聴するための URLをメールでお知らせします 研究会当日に動画 ❻➐を放映します 当日ご参加下さった方に➑❾➓の視聴 URLをお伝えします 

お申し込みから 公開当日までの流れ

事後視聴期間 

❻ ❼ ❽ ❾ ❿ ➊ ❷ ❸ ❹ ❺ 


